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２　稼動環境

本章では、発注先の進捗管理システムの稼動環境について、記述する。

はじめに、発注先の進捗管理システム全体のネットワーク構成概要を図２－１に

示す。
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図２－１　ネットワーク構成概要図
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２．１　ハードウェア

（１）発注側サーバ（Vine Linux）

CPU ：Pentium Ⅱ ２６６MHz以上相当品

メモリ ：１２８MB以上

ハードディスク ：６GB以上

（２）発注側クライアント（Windows NT または Windows 95）

CPU ：Pentium １３３MHz以上相当品

メモリ ：６４MB以上

ハードディスク ：２GB以上

（３）受注側クライアント（Windows NT または Windows 95）

CPU ：Pentium １３３MHz以上相当品

メモリ ：６４MB以上

ハードディスク ：２GB以上

プリンタ ：日本語の出力が可能なもの
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２．２　ソフトウェア

（１）発注側サーバ（Vine Linux）

OS  ：Vine Linux 日本語版 １．１CR以降相当品

WWWサーバ ：apache V１．３．９以降相当品

WWWブラウザ ：Netscape Navigator ４．０以降相当品

バックアップライブラリ ：Mirror ２．９以降相当品

ファイル転送ソフトウェア ：FTP（OSに付属）

暗号化ソフトウェア ：OpenSSL ０．９．４以降相当品

  mod_SSL ２．４．２以降相当品

XML構造チェックソフトウェア ：Java ProjectX TR２以降相当品

（２）発注側クライアント（Windows NT または Windows 95）

OS ：Windows９５以降、Windows NT Workstation

                               ４．０以降  から選択

WWWブラウザ ：Internet Explorer５．０以降、

  Netscape Navigator４．０以降から選択

DBMS ：MS_Access ９７以降相当品

ファイル転送ソフトウェア ：FTP（OSに付属）

ファイル圧縮ソフトウェア ：TransLha 相当品

（３）受注側クライアント（Windows NT または Windows 95）

OS ：Windows９５以降、Windows NT Workstation

  ４．０以降から選択

WWWブラウザ ：Internet Explorer５．０以降、

  Netscape Navigator４．０以降から選択

DBMS ：MS_Access ９７以降相当品

ファイル転送ソフトウェア ：FTP（OSに付属）

ファイル圧縮ソフトウェア ：TransLha 相当品
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２．３　ネットワーク

（１）発注側サーバ

TCP／IP による通信が可能なもの

（２）発注側クライアントおよび受注側クライアント

TCP／IP による通信が可能なもの


